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楽天͕英語を社内公用語すΔͱいう試Έ͕象徴的ͰあΔようʹɺ外資系ͩけͰͳくɺ日本の企

業ʹ͓いͯもɺ日本語ͩけͰ一生勤務Ͱ Δ͖͔Ͳう͔の岐路ʹ来ͯいΔようʹ 思えΔɻ大学生の

就職活動を日本語ͩけͰ͓こͳうの͔ɺ英語その他の言語も選択肢ʹいΕ͓ͯこͳうこͱ͕Ͱ͖

Δ͔Ͳう͔Ͱɺ将来設計͕͓͓ く͖͔ わっͯ いくこͱ͕予想さΕΔɻ東京大学͕バイϦンΨϧɺト

ϦϦンΨϧのエϦート教育構想を検討しͯ いΔͱ聞く͕ ɺ多言語教育をエϦート教育ͩけʹ限定す

Δの͔Ͳう͔も問わΕͯいくͩ ΖうɻそこͰɺ多言語教育の現状を把握しɺΧϦΩュϥムをͲのよ

うʹ 再編成しͯ いくこͱ͕可能͔を考えͨいɻ短期の語学留学を含Ή留学や留学生の受け入Εを

積極的ʹ͓こͳっͯ いΔ大学のΧϦΩュϥム内容やその評価ͳͲを出発点ʹɺ多言語教育の将来

を考えͯ Έͨいɻ
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＜第5分科会＞

多言語教育の現状と将来

参　加　人　数　　　

報　　告　　者

第 1 報 告 者

第 2 報 告 者

第 3 報 告 者 　

コーディネーター

分科会ͷͶらい
ɹ東南アδアͰ͢Ͱʹ 90 年代ʹɺイΪϦεɺ

アϝϦΧɺΦーετϥϦアͳͲͷ大学͕

進出͠ɺ英語教育を軸ͱͨ͠多言語人材ͷ育成

競争͕͡·ͬͯいͨɻ

ɹ日本Ͱɺ楽天͕英語を公用語化͢Δͱいう

試Έ͕象徴的ͰあΔΑうʹɺ多言語Ͱͷ労働環

境͕導入͞ΕΔ可能性͕高くͳ͖ͬͯͯいΔɻ就

職活動を母語ͱいう単一ͷ言語ͩけͰ͓͜ͳう

͔ɺ英語ͦͷ他ͷ言語選択肢ʹいΕ͓ͯ͜ͳう

͜ͱ͕Ͱ͖Δ͔Ͱɺ大学生ͷ将来設計͕͓͓ く͖

͔わͬ くͯΔ͜ͱ͕予想͞ΕΔɻ

ɹͦ͜Ͱɺ多言語教育ͷ現状を把握͠ɺΧϦΩュ

ϥϜをͲͷΑうʹ再編成ͯ͠ いく͜ ͱ͕可能͔を考

えͯΈͨいɻ

ɹ短期ͷ語学留学を含Ή留学や留学生ͷ受け入

Εを積極的ʹ͓͜ͳͬͯいΔ大学ͷΧϦΩュϥϜ

内容ͱͦͷ評価を出発点ʹɺ多言語教育ͷ将来

を考えͯΈͨいɻ

報告ͷ概要
ɹ桃山学院大学ͷ小池誠教授ɺ同大ͷ文学部

͕国際教養学部ʹ改組ͨ͠際ͷ学部長ͰあΓɺ

改組ͷ目的ɺΧϦΩュϥϜ編成ͷ内実ɺ多言語教

育ͷ実際ͳͲʹͭいͯ具体的ʹ報告ͯ͠ いͨͩい

ͨɻ多言語教育をΧϦΩュϥϜͱͯ͠ 維持͢Δ苦

労͕Αくわ͔Δ報告Ͱあͬͨɻ

ɹ国際基督教大学ͷ円谷恵事務局長ʹɺ発足

以来日本語ͱ英語ͷバイϦンΨϦζϜʹͱͮい

ͯ教育ɺ研究ɺ運営͕ͳ͞ΕͯいΔ大学ͷ実際をɺ

教員Ͱͳく職員サイυ͔Β報告いͨͩいͨɻ教

職員͕情報を共有Ͱ͖ΔΑうʹ͢ΔͨΊʹɺ日英

両語Ͱ事務運営を日々͓͜ͳう͜ͱͷ大変͕͞Α

く理解Ͱ͖Δ内容Ͱあͬͨɻ

ɹ関西外国語大学国際言語学部ͷ吉田泰謙准

教授ɺ中国語を担当͞Ε͓ͯΓɺ中国語専攻

ͷΧϦΩュϥϜͱ学生ͷ現状を報告いͨͩいͨɻ

中国語ͷ重要性͜Ε͔Β·͢·͢高·ͬͯい

͖ɺ専攻͢Δ学生૿加͢Δͱ予想͞Εɺ中国

語を重点化͢Δ大学͕૿加͢Δͱ思わΕΔͷͰɺ

貴重ͳ内容Ͱあͬͨɻ

ɹͦΕͧΕͷ͝報告ͷ詳細ʹͭいͯɺ各報告

者ͷ報告を参照ͯ͠ い͖ͨͩͨいɻ

報告ʹ対する質疑ͳらびʹ全体討議ͷ内容
ɹ最初ʹ質問用紙ʹ対͢Δ応答を͓ ͳ͜いɺ後半Ͱ

自由ͳ議論を͓͜ͳͬͨɻ参加者ͷ΄΅全員ͷ方

͕発言Ͱ͖ ͱͨ思わΕΔɻ

ɹ制度ʹ関ͯ͠ ɺ入試ͷ状況ɺΧϦΩュϥϜ運営ͷ

実際ɺ短期留学ͷ場合ͷ単位取得ͷ状況ɺ留学ͷ

際語学以外ͷ正課ͷ授業をͲͷΑうʹ ͯ͠ いΔͷ͔ɺ

ͳͲͷ質問͕あͬͨͷͰɺ各大学ͷ具体例を話ͯ͠

いͨͩいͨɻ

ɹ国際基督教大学Ͱɺ寮Ͱ留学生ͱ日本人学生

を同室ʹ͠ ͕ͯͨいͷ語学力ɺ異文化理解能力を高

ΊΔΑうʹ ͯ͠ いΔ͕ɺ英語Ͱ話ͯ͠ ·͠うɺ·ͨ英

語Ͱͷ授業多いͷͰɺ留学生ͷ日本語能力͕高·

Βͳい ͱ͕͜指摘͞ΕͨɻͦͷͨΊɺ相互ͷ交流を

͔Δ具体的ͳ試Έʹͭい ͷͯ質問͕あͬͨ ɻ

ɹ全体討議Ͱɺ語学能力以外ͷ論理性や表現力

͕やΓ大事ͰあΓɺ語学Ͱ͖Δ͕Ϩポーτͷ内

容͕幼稚ͳ学生散見͞ΕΔͷͰɺΧϦΩュϥϜ編成

31 名

小池　誠　　ʢ桃山学院大学 国際教養学部 教授ʣ

円谷　恵　　ʢ国際基督教大学 事務局長ʣ

吉田　泰謙　ʢ関西外国語大学 国際言語学部 准教授ʣ

遠藤　央　　ʢ京都文教大学 総合社会学部 教授ʣ
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ʹ工夫͕いΔ͜ ͱ͕指摘͞Εͨɻ

ɹ·ͨɺ多言語教育ͷ根幹ʹあΔͷ母語ͷ能力

ͰあΔͷͰɺͦ͜ を͠ ͔ͬΓͱ鍛えͳいͱいけͳいͩ

Ζうͱいう点Ͱɺ報告者や参加者ͷ多くͷ意見͕

一致ͨ͠ɻ

ɹ語学重視ͷ大学・学部Ͱͳくɺ他ʹ専門を持

ͭ大学・学部ʹ͓けΔʮツーϧͱ͠ ͯͷ外国語ʯを

論͡Δ分科会必要 ͱͩいう意見͕あͬͨɻ専門ʹ

Αͬ ͯɺ日本Ͱͷ就職͕困難ͳͨΊɺ海外Ͱͷ就

職を視野ʹ入Εͳいͱやͬͯ いけͳいͱいう͜ ͱͰあ

Γɺ多言語Ͱ将来を設計͢Δ必要性ɺ日本Ͱ͢

Ͱʹɺͦ͠ ͯ大いʹあΔͱいう͜ ͱͰあΔɻ
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桃山学院大学国際教養学部の多言語教育とその課題

桃山学院大学 国際教養学部 教授　　　小池　誠

恍 本報告の目的  

 

2008 年 4 月にスタートした桃山学院大学１際教養学部が目指す多言語教育の目標と、そ

れが直面している問題点を明らかにした上で、今後、取り組むべき課題を考えたい。初代

の学部長を務めた経験から、学部教育における外１語教育の位置づけに重点をおいて報告

する。 

 

恎 １際教養学部の多言語教育  

 

恊恍恋文学部から１際教養学部への改組 

既存の文学部英語英米文学科恊入学定員 80 名恋と１際文化学科恊入学定員 130 名恋を廃

止し、2008 年度に１際教養学部１際教養学科恊入学定員 270 名恋を設置した。改組の概要

は下記に示す通りである。 

１際教養学部の教育理念を一言で表せば、桃山学院大学の建学の精神の一つである

「世界の市民の養成」である。グローバル化が怬展する 21 世紀の世界において、幅

広い教養をもち、氾濫する情報に流されることなく主体性をもって行動する「世界の

市民」を育てることが、１際教養学部の第一の目標である。本学部では「実践的英語

力の涵養」、「多文化共生をめざす１際理解の促怬」、「忝信５の異文化コミュニケーシ

ョン能力の育成」、「現代の諸問題への対応」の恐つの柱を掲げて、１際社会で幅広く

活躍できる人循を送り出そうとしている。 

１際教養学部では上記の教育目標を怭成するために、英語コミュニケーション専修、

ヨーロッパ・アメリカ文化専修、アジア文化専修、Japanese Studies 専修、メディア・

映像文化専修という恑つの専修を設けている。 

文学部から１際教養学部への改組にさいして、外１語教育カリキュラムにおける変更点

は以下の通りである。 

1 年次と 2 年次の必修科目である初修外１語恊ドイツ語・フランス語・スペイン語・イ

タリア語・ロシア語・中１語・韓１語・インドネシア語から一つを選材、怫 2 コマで合計

8 単位を必修とする恋については、１際教養学部でもそのまま維持することとした。 

英語教育について文学部のカリキュラムでは、学科ごとに必修の単位数が怮っていた。

英語英米文学科では、恍年次と恎年次で英語 20 単位を学科必修科目として、１際文化学科

では、恍年次と恎年次で英語 12 単位を学科必修科目として定めていた。 

１際教養学部は恍学部恍学科であり、恍年次と恎年次で合計 16 単位の英語科目を必修と

することとした。ただし、英語を集中的に教える英語コミュニケーション専修だけは、他

の専修とは異なる英語教育のカリキュラムを定めた。「英語特待生留学進度」を用意し、恍

年次秋学期または恎年次春学期に、海外の提携校に半年間留学させることにした。留学の

成果をもとにして、恎年次秋学期以降にできる限り多くの学生を海外の大学に長期留学さ

せることを目的としている。また、他の恐専修と怮って、英語コミュニケーション専修で

は恏年次に「上級英語」８単位を必修としている。 
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恊恎恋多言語教育の特色 

① 語学研修と留学を組み込んだ外１語教育発ログラム 

教室内の授業だけでは外１語習得にとって限界がある。１際教養学部独自の教育課程に

組み込まれた海外語学研修は上記の「英語特待生留学進度」及材「日本語教育実習進度」

であるが、本学部の学生は長期派遣留学と短期語学研修などの１際交流発ログラムを活用

して、海外に出て異文化体験を通して、外１語をより深く学習することが望まれている。

とくに学生が下記のような段階を踏んで、より高いレ登ルの外１語を習得することを意＊

している。 

 

動機付け授業：「世界体験入門」恊恍年次春学期恋と「海外研修セミナー」恊恍年次の春休

み恋 

  ↓ 

短期語学研修恊夏休みと春休み中の恏～恐 怫間恋 

英語については、カナダ、アメリカ、イギリス、オーストラリアの合計恑大学、英語以外

の初修外１語恊インドネシア語を除く恋についても 11 大学で実施している。 

  ↓ 

長期派遣留学恊半年または 1 年間恋 

英語２のカナダ、アメリカ、イギリス、オーストラリアはもちろんとして、フランス、オ

ランダ、ドイツ、オーストリア、スウェーデン、インド、登トナム、韓１など 14 ヵ１の計

30 大学において、英語を媒介語とする講義を履修できる留学を実施している。さらに、初

修外１語科目のすべての言語を現４で学村ための長期留学進度を 25 大学で実施している。 

 

② 提携校からの交換留学生との交流 

イタリア語の授業では、イタリア人留学生を積極的に活用している。その一つの成果と

して毎年、イタリア語違を上演している。2012 年 12 月 13 日に、イタリア人留学生と本学

学生によるミュージカル「Progetto Westside Story」を上演し、イタリア人留学生は日本語

で、本学のイタリア語受講者はイタリア語で台詞を言った。なお、イタリア語の台詞の練

習は初修外１語の授業中に行っているが、イタリア語違自体の準備と上演は、放課後を週

用して授業とは別の課外活動として実施している。 

 

恊恏恋多言語教育の現状 

初修外１語の中でもっとも受講者が多いのは、表恍に示すように中１語である。韓１語

は、K-POP など韓流の人気が関係し、以達よりも受講者が増える傾向にある。ヨーロッパ

の言語の中では、スペイン語とイタリア語が受講者が多くなっている。反対に、受講者が

少ないのは、インドネシア語とロシア語である。本来は、履修忞録の達に新入生に対して

オリエンテーションを開いて、新入生になじみのない外１語の魅力を紹介する機会を設定

できれば、ロシア語やインドネシア語の受講者が少しでも増えると考えられる。しかし、

履修忞録期間の関係で、それは）難であり、現状では新入生向けの冊子でそれぞれの言語

およ材文化の紹介をしているだけである。 

 



263

第
５
分
科
会

表恍 初修外１語の受講者数  

 ドイツ

語 

フランス

語 

スペイン

語 

イタリア

語 

ロシア語 中１語 韓１語 インドネ

シア語 

2012 年度 

1 （生 
26 26 43 44 2 82 82 7 

2012 年度 

2 （生 
18 29 51 47 2 103 39 7 

 44 55 94 91 4 185 121 14 

 

表恎 留学者数の推移  

 2008 年度 2009 年度 2010 年度 2011 年度 2012 年度 

大学全体 58 72 75 54 48 

１際教養学部 52 (90.0%) 55 (76.4%) 60 (80.0%) 48 (88.9%) 48 (100%) 

 

表恏  語学研修参加者と留学者数の推移恊英語２を除く恋  

 2008 年度 2009 年度 2010 年度 2011 年度 

短期語学研修 22 17 25 17 

長期留学 11 7 7 5恌 

恌中１恍名、台湾恎名、韓１恎名 

 

半年または恍年間の海外交流校への長期留学者数の推移を表恎で示した。残念ながら、

大学全体だけでなく１際教養学部についても減少傾向にある。これは本学だけでなく、日

本全体で問題となっていることである。つづいて表恏をもとにして、英語２を除く、本報

告で取り上げる多言語教育に関係する諸外１への短期語学研修の参加者と長期留学者の推

移について述べる。文学部から１際教養学部への改組に伴い、海外で学村意欲のある学生

をより多く育てようと考えていたが、残念ながら現時点ではその目標は怭成できていない。

短期語学研修については年によって多少変化があるが、長期留学については明らかに減少

している。2011 年度の留学先が東アジアの大学で占められていて、ヨーロッパ諸１や次に

述べるようなインドネシアへ留学を希望する学生が出ていないのが、留学者数全体の推移

に関係している。これは、本報告の最後に述べるように１際教養学部が取り組むべき重要

な問題である。 

 

恏  理想とする多言語習得モデル  

 

１際教養学部が理想とする多言語習得モデルを紹介したい。2008 年に文学部英語英米文

学科を卒業した女子学生のケースである。文学部時代の学生であるが、この学生のように

英語だけでなく、それ以外の言語を留学経験を通して習得し、それを就職に生かすという

のが、１際教養学部でも理想とされるモデルである。 

恎年次の 2005 年夏に本学が主催する１際ワークキャン発に参加し、インドネシア・バリ
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島の児童養護施設でボランティア活動を行った。ワークキャン発で出会ったインドネシア

の子どもたちが置かれている現状に強い関心をもつようになり、恏年次から恍年間、イン

ドネシア・スラバヤのペトラ・キリスト教大学に留学した恊協定締結後、最初の留学生で

ある恋。経済学部観光学科でインドネシアの観光事情恊英語の講義恋を学材、文学部では英

語とインドネシア語を学んだ。留学中、COP 恊Community Outreach Program恋発ログラム

にも参加した。これは、ペトラ・キリスト教大学の学生が中心となり、オランダ・韓１・

香港・日本恊本学と１際基督教大学恋から集まった学生とともに東ジャワの農徫でボラン

ティア活動を実施するという発ログラムである。本学を卒業後、直接インドネシアで就職

活動をして、インドネシア語と英語を使ってジャカルタの大手日系自動車会社で日本人ト

ッ発の秘書役として働くようになった。 

 

恐 多言語教育の問題点と課題  

  

１際教養学部が直面する問題点は下記の通りである。 

第一に、単位修得のみを目的とする初修外１語の受講者の存３を挙げることができる。

「英語だけで十分という学生の声」に代表されるように、一般に初修外１語学習に対する

意欲に乏しい学生が多いといえる。このことは、受講者が初修外１語の習得を将来の仕事

と結材つけて考えていない傾向とも関連するし、残念ながら、一部の担当教員にも同様の

考えがある。 

第二に、「恎１際教養学部の多言語教育恊恏恋多言語教育の現状」で具体的に説明したよ

うに、長期留学希望者の減少傾向がある。一般的にいって、外１語担当者の熱意によって

留学希望者の数は左右される。受講者の留学につながらない外１語授業の内容も問題であ

るし、また今日の学生が長期留学を就職活動にとってマイナスと考えがちであることも、

留学希望者の減少につながっていると考えられる。 

上記のような問題点を少しでも良い方向に改めるための課題として、とりあえず必要な

ことは次の恎点である。第一に、当該の言語だけでなく文化全般に関心を抱かせるように、

初修外１語の授業を受講者にとって、より魅力的な内容にすることが求められている。第

二に、恍年次の学生にもっと海外留学に目を向けさせるように、講義と恍年次のゼミ恊大

学入門セミナー恋の内容を充実させることが必要である。 

１際教養学部の外１語授業を担当する教員のなかには、「初修外１語を必修から外し、意

欲のある学生だけに履修させた方がよいのではないか」という意見もある。しかし、「１際

教養学部の大きな特色の一つは八か１語が初修外１語として用意されていることであり、

それこそが『１際教養』を名乗ることのできる理由でもある」［2012 年 6 月『１際教養学

部完成年度総括』から］という原点を大事にして、多言語教育を今後も怬めていきたいと

考えている。 

桃山学院大学の学生に限らず、全１の大学で、学生の日本語を書く力自体が低下してい

るという現実がしばしば指摘される。多言語教育という理想を追うよりも、日本語の書く

力の向上を優先すべきだという声も当然耳を傾けるべき意見である。この問題は、各大学

の学部教育の目標と結材つけて論じるべき問題であろう。すでに述べたような１際教養学

部の教育理念を具現化するためには、英語と初修外１語という二つの言語を教育カリキュ
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ラムに取り込むことが必須であると考えている。当然、外１語教育と並行して、日本語で

ディスカッションする力と、論理的な文章を書く力の育成も怬めるべきであり、この二つ

は相反するものではなく、相互に発ラスに作用するものである。 
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ICUにおけΔバイリンガリζϜ

国際基督教大学 事務局長　　　円谷　恵

1. I４U の献学の理念 

 国鞛基督教大学(I４U)は、第二霆世界大戦への深い反省から、自由な民主日本を築き、人類

社会の隽和的霫展に寄与する人材を育成することを目指して、1（53 难に開学した。その前难に

当時の文部省に提出された「大学設置認可申請書」には、『大学の目的と使命』として、「学

問の自由を操守し、総合研究を奨励する」、「教育に精進し、たえず批判と評価を通してその

進歩改善に努力する」等と並んで、「教授は本邦のみならず、広く世界各国に亘ってこれを求

有」、「学生は人種、国籍、宗教の如何を問わず、本学建学の趣旨に共鳴して入学を希望する

者の中より、厳選収容」のうえ、「日英両語を学園用語として国鞛的学園生活を実現」し、「世

界的エトスの確立を期する」と謳われている。さらに、本学要覧第 1 号 (1（53-1（55)には、新

しいヴ次ジョンのもとに創られた大学の志が、「本学は国鞛協力のもとに設立され、国鞛文化

と理解への実験場として独自の国鞛社会を学内に実現し、世界共同体の可能性を立証せんとす

るものである。」と表明された。 ȍ「グローバル人材育成事業」申請調書よりȎ 

 本日は、「日英両語を学園用語とする」という献学の精神がどのように実現されているかを

紹介したい。教室の中ではもちろん、キャンパス内に居住する教員や学生の生活の中でも、日

英両語を使った大学運営がなされるように努力されている。 

 

2. 多様な構成員と日英両言語による大学運営 

 まず「設置認可申請書」にȓ教授は本邦のみならず、広く世界各国に亘ってこれを求有Ȕとあ

るとおり、教員の採用は国鞛公募を行っており、現在、外国籍の専任教員の割合は全体のȏ割

を超えている。学内に教職員住宅があり、着任する新任の外国人教員には優先的に入居できる

よう配慮されている。また、I４U は献学以来、海外で教育を受けて来た外国人学生や帰国生を

９雷に入学させる制雀を持っている。入学選考は来日して入学試験を受ける必要はなく、書類

による選考であり、渡日前に合達の結果を出すことも、今では珍しいことではないが、I４U で

は伝統的に行ってきており、海外にいることで不利益のないように配慮されてきた。 

 入学式、卒業式、大学礼拝などは両方の言語で行われ、通訳がつかない場合にも翻訳された

式辞を配布するなどの工夫をしている。教職員も可能な限り日英両語を理解できることが求有

られているが、言語の問題で重要な情報の共雸が妨げられないように配慮されている。例えば、

学内の規程、お知らせ、申請用紙、会議資料などは基本的に両言語で作成されている。教授会

のみ同時通訳が入るが、他の委員会などの会議の場合は、メンバーによって使用言語を決有る、

あるいは委員がそれぞれ得意な言語で霫言する、隣に雁っているメンバーが必要に応じて簡単

に通訳するなどの工夫がなされている。 

 この項目について、どのように教職員の理解を得るのかという質問を頂いた。もちろん個人

差はあるが、実鞛に仕事を進有る上で不可霅であり、また「言語のた有に理解できない人を作

らないようにする」という趣旨はある程雀理解されていると考える。 

 

3. 語学要件 

 I４U では、英語を母語としないȐ雷入学生は「登ベ発ル欠ーツ英語プログ発ム」ȍE｢３） Eng平ish 

f度座 ｢ibe座a平 ３座ts P座度g座a年Ȏ、日本以外の教育制雀で教育を受けてきた９雷入学生は「日本語

教育プログ発ム」が必修となっており、卒業要件にもなっている。これは、卒業までに両言語 



での学問が可能となるように考えられたものである。E｢３ を履修するȐ雷入学生は、入学時の

ク発ス分けテストにより、Ȑ段階(TOEFL iBT100 以上から同 20-30 まで) に分けられ、き有

細かな習熟雀別教育が行われている。しかし、この必修の語学プログ発ム以外の科目は、Ȑ雷

生、９雷生の区別なく同じ科目を履修する。これは、交換留学生についても同じである。 

 

4. 開講言語 

 科目番号には必ず開講言語が明記されている。J は日本語開講、E は英語開講を表している。

中には J,E あるいは J/E などの表記がある。例えば下記 J,E となっているコースは英語を使用す

る教員と日本語を使用する教員のチームテ次ーチングになっている。日本語開講の学期と英語

開講の学期がある場合にも使われる。霆の J/E は授業の中で主として日本語を使用するが、参

考文献が英語であったり、部分的に英語を使うことを意違している。E/J はその逆を表す。 

 

GEX001  J,E 

X: Introduction to Christianity 

The basic concepts of the Christian faith. The study, based on the Bible, is directed toward 

understanding Christianity's theological significance in relation to various fields of modern 

culture. Required of all students seeking a degree. Language of instruction differs by term or 

section.    
 
GES051  J/E 

S2: Media and Cultural Signs 

The course examines how meaning is socially constructed through media. Semiotic analysis 

allows us to reveal the meanings of various signs which we may overlook in everyday life and to 

open up the possibility of different interpretation.    
 
語学の問題によって科目履修に支鞜が出ないよう、まずは科目一覧の開講言語の表記を見て、

学生は自分が履修可能な科目であるかどうか確認する。しかし、実鞛に履修するにあたっては、

語学力が不十分なた有に、ついていくのが難しい学生が出て来る場合もある。そのような時に

は、教室内あるいはオフ次ス欠ワーを利用して学生の母語で補足説明をしている教員もいる。

また、授業をどちらの言語で行うかは履修する学生の状況によって決有られる科目もある。最

近では ｢ea座ning ｣anage年ent Syste年 を使って、母語でない学生が予習復習をやりやすいよう

に工夫している教員も際えている。 

 

5. 寮生活 

 学生にとって、両言語での体験をできる重要な場所として学生寮がある。キャンパス内には

独立した 10 棟に加え短期留学生寮があり、六百数十人の学生が生活している。短期留学生寮

を除いては、基本的に日本人学生と外国人学生が同室となるように割り当てられている。ここ

でもバイ登ンガルの原則は守られており、掲示やお知らせはほとんど両言語で作成されている。

また、ほとんどの寮では通訳担当の学生が決有られており、寮会などでも言語のた有に理解で

きない学生がいないように配慮されている。 

267

第
５
分
科
会



268

第
５
分
科
会

 一般的に外国人学生と日本人学生に分かれてしまっていることはないかという質問を頂い

たが、交流の一番よい方法は、やはり同じ教室で同じ授業を履修できることだと考える。成績

がつくということもあり、真剣にデ次スカッションやグループワークなどに取り組月中で、本

当に親しくなることができるのではないか。 

 

6. バイ登ンガ登ズムの意義と問題点 

 二つの言語を使う意義は何か。それは単に外国語習得のた有ではない。鞌う言語を使うとい

うことは、文化的背景も価値観も鞌うということである。多様な人々と共に暮らし、学ぶ。 

自分の物の考え方や見方はおかしいのか？なぜ、対立が起きるのか？鞌う人間とうまくやって

いくにはどうしたらいいのか？教室で、寮で、学生は常に自分に問いかけなければならない。

例えば同じ英語を使っても、仲のいい友鞋と話す時もあれば、先生のように、気を遣って話さ

なければいけない相手もいる。自分のおかれた状況に合わせて、適切な言語を使ってコミュニ

ケーションを図る。少数であっても理解できない人を作らないた有にはどうしたらいいのか。

学生だけでなく、大学の構成員全員が常にそのことを考えなければならない。そのことによっ

て他者と共に生きることを学ぶ。 

 上記にあげたように、二つの言語を使うことは語学力習得のた有だけではない。しかし、限

られた期間しか滞在できない留学生にとってはやはり語学力の向上は大きな課題である。日本

語による授業だと思って霬録したところ、外国人が多くいることから英語での授業に障わって

しまった。自分は日本の大学に留学しているのに、なぜ勝手に言語を英語にしてしまうのか。

あるいは、寮の学生が皆英語が得意なので日本語を話す機会が少ない。I４U では逆に日本語を

使用する機会が少ないというのが留学生の不満の原因になることもある。本来の目的を失わず

に、両方の言語を使っていくことは易しいことではない。しかし、様々な苦労や工夫を重ねて

大学生活を送るうちに、学生には本当の国鞛社会で生きていくた有の知恵と能力を身につけて

いってもらいたいと願っている。また、私たち教職員も日々成長していくことができる。 

 

7. これからの課題 

 今後取り組んでいくべき課題としては、特に書く力をどのように身につけさせるかというこ

とだと認識している。昨难採択された「グローバル人材育成事業」の中の一つの柱は「W座iting 

による情報霫信能力の涵養」となっている。2013 难雀から、科目の担当教員の他に、英語での

レポート作成のサポートをしてくれるチューターを配置した W-４度u座se を設置しようと現在準

備中である。 

 また、いわゆる第二外国語ȍあるいは第三言語Ȏの習得についても、今後は力を入れたいと

考えている。カ登キュ発ムが非常に混んでいるた有、「海外フ発ンス語研修」という形で夏期

に集中的に単位を取るプログ発ムを実施している。また、今难から「韓国サマープログ発ム」

も開始し、希望する学生は韓国語の学習もできる。夏期を利用したプログ発ムの開霫は今後も

開拓していきたい。 
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関西外国語大学国際言語学部におけΔ多言語教育の取Γ組みと課題

―中国語コϛュニケーションコーεを中心に―

関西外国語大学 国際言語学部 准教授　　　吉田　泰謙

1受  関西外大について 

 

〈建学の理念〉 

関西外大の歴史は、綑綱洋戦争平終わった昭和 2台 網、大阪市東住絰区に創立重れた谷

本英学院に重かの％り＆す。敗戦に打ちひ野平れた廃虚の中で、二度とあのよ週な戦争を

繰り返野てはならないとの強い決意を、外国語教育にȡ野て、第一歩を踏（出野＆野た。 

建学の理念には層国際社会に貢献する豊かな教養を備進た人材の育成履と層公正な世界

観に基づ年、時代と社会の要請に応進ていく実学履の灯平高々と、誇りを里めて掲げられ

＆野た。ɰ層大学ホームページ履より抜粋ɱ 

 

〈学部構成〉 

 里の建学理念と教育精神に基づ年、本学では学部・大学院等を下Ȣの通り設置野、外国

語教育に絩り組放でいる。 

 

 英語キャリ政学部…ɰ入学定員 12台 絲ɱ ・英語キャリ政学科 

 外国語学部…………ɰ入学定員 1吉同台 絲ɱ ・英米語学科 ・スペイン語学科 

 国際言語学部………ɰ入学定員 7台台 絲ɱ ・国際言語コミュニケーション学科 

 短期大学部…………ɰ入学定員 8台台 絲ɱ ・英米語学科 

 大学院  ・外国語学研究科ɰ英語学専攻、言語文化専攻ɱ 

 留学生別科 

 

本報告では、本学における学部教育のなかで、とりわけ多言語教育にɐ点をおいて人材

育成を行っている層国際言語学部履の絩り組（と課題について、層中国語コミュニケーシ

ョンコース履を中心に紹介する。 

 

2受  国際言語学部国際言語コミュニケーション学科 

 

〈人材養成目的〉 

国際言語学部では、層『英語力＋多言語』で世界へ飛び立と週！履とい週キャッチフレー

ズのもと、次のよ週な人材育成を目標に掲げ、教育活動に絩り組放でいる。 

 

英語および日本語を中心に、中国語、フランス語、ドイツ語から選修野た一言

語をコミュニケーション・ツールと野て言語運用能力の向上を図るとともに、ビ

ジネス界で必要と重れるマネジメント能力、課題探求能力、問題解決能力、自国

文化を発信で年る高度なコミュニケーション力を基盤に、社会平要請する人間力

を備進た人材の育成を目的とする。 

 

〈カリキュラム〉 

そ里で 1、2 網次の基礎教育段階では、次に挙げる 同 コースから一つを専修野、層英語＋

太履の力を身につけるための第一歩を踏（出す。 
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【1、2 網次】 

①層国際メディ政英語履コミュニケーションコース 

時事問題を中心に、新聞・雑Ȩ・テレビなど様々なメディ政で使われる英語を学

び、英語によるコミュニケーション能力を高める。 

②層中国語履コミュニケーションコース 

層英語＋太履の多言語を修得する。1、2 網次で基礎を学び、上位網次では交換留

学の道も開かれている。  

③層フランス語履コミュニケーションコースɰ統上ɱ 

④層ドイツ語履コミュニケーションコースɰ統上ɱ 

⑤層国際ビジネス履コミュニケーションコース 

海外の企業も視ɑに入れ、ビジネスの世界で働くためのコミュニケーション能力

やマネジメント力を身につける。 

 

そ野て 合、吉 網次では、次に挙げる 7 領域ɰ層インテンシブ科目履ɱから主専攻を一つ選

び、2 網次＆での科目綥修の学修によって習得野た専門基礎知識・能力等を重らに集中的

に強化野深めるとともに、より幅広い知識と高度なコミュニケーション力の習得を目指す。 

【合、吉 網次】 

 ①層英語履インテンシブ 

 ②層国際ビジネス履インテンシブ 

 ③層異文化コミュニケーション履インテンシブ 

 ④層国際協力履インテンシブ 

 ⑤層中国語履インテンシブ 

 ⑥層フランス語履インテンシブ 

 ⑦層ドイツ語履インテンシブ 

 

合受  中国語コミュニケーションコースの概要 

 

中国語コミュニケーションコースɰ以下層中国語コース履ɱで開講野ている科目は、以

下の通りである。ちな（に、本コースに所属する学生数は一学網約 2台台～2同台 絲で、学部

全体ɰ入学定員 7台台 絲ɱの約 1可合 前後の学生平専修野ている里とになる。 

 

〈専門教育選択科目〉 

 

層コース選択指定科目履ɰ1、2 網次開講、計 名 科目、2吉 単位ɱ 

【1 網次】層中国語基礎 Ⅰɰ春学期ɱ・Ⅱɰ秋学期ɱ履ɰ各Ɇ 2 コマɱ 

【2 網次】層中国語演習 Ⅰɰ春学期ɱ・Ⅱɰ秋学期ɱ履ɰ各Ɇ 2 コマɱ 

【2 網次】層中国語会話 Ⅰɰ春学期ɱ・Ⅱɰ秋学期ɱ履ɰ各Ɇ 2 コマɱ 

 

層インテンシブ科目履ɰ合、吉 網次開講、計 11 科目、吉台 単位ɱ 

【合、吉 網次】 
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 層中国語発展研究 Aɰ文学・言語ɱ履ɰ吉 単位ɱ 

 層中国語発展研究 Bɰ社会・文化ɱ履ɰ吉 単位ɱ 

 層中国語発展研究 Cɰ歴史・思想ɱ履ɰ吉 単位ɱ 

 層現代中国研究履ɰ吉 単位ɱ 

 層中国語特別演習履ɰ吉 単位ɱ 

 層検定中国語演習ɰ新 HSK 対策ɱ履ɰ吉 単位ɱ 

 層ゼミナール Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ履ɰ各 2 単位ɱ 

 層卒業論文履ɰ8 単位ɱ 

 

なお、英語科目については層政ドバンストイングリッシュ A・B履ɰ各 吉 単位ɱ平専門教

育必修科目と野て用意重れており、全コースの学生平綥修野なければならない。里のほか、

専門教育選択科目と野て層オーラルコミュニケーションⅠ・Ⅱ・Ⅲ履ɰ各 吉 単位ɱ、層リー

ディングɯライティングⅠ・Ⅱ・Ⅲ履ɰ各 吉 単位ɱ、層TOFEL スコ政政ップⅠ・Ⅱ・Ⅲɰ各 2

単位ɱ・Ⅳɰ吉 単位ɱ履、層TOEIC スコ政政ップⅠ・Ⅱ・Ⅲɰ各 2 単位ɱ・Ⅳɰ吉 単位ɱ履、層Stud誌 

S託i記記s履ɰ吉 単位ɱ平 1、2 網次配当で用意重れており、各自の学習目的に応じて選択綥修

平絫能となっている。 

 

吉受  海外留学制度 

 

本学では、一般的な語学研修や留学だけでなく、層世界の様々な国や地域で興味のある

分ɑを学びたい履とい週学生のニーズに応じた留学プログラムも提供野ている。2台12 網 合

緻現在、単位互換協定を締結野ている世界の大学は計 合合吉 校にの％り、国と地域では 同台

に及ぶ。短・長期留学をすべて含めると、大学全体の留学派遣総数は網間約 17台台 人で、

今後も層画一的ではなく、学生の個性を大切に野たプログラム履を提供すべく、世界各国

の大学との交流ネットワークを広げてゆく予定である。 

 中国ɰ絬湾を含）ɱ留学に関野ては、単位互換協定を締結野ている大学は計 19 校あり、

留学プログラムについても多種多彩なものを用意野ている。 

 

〈中国提携大学〉計 19 校 

 

内モンゴル師範大学 絰林大学 上海外国語大学 西安外国語大学 

蘇州科技大学 大連外国語学院 中山大学 綐津外国語大学 

綐津理工大学 南開大学 北京絰利大学 北京語言大学 北方工業大学 

香港大学 香港中文大学 香港理工大学 嶺南大学 

ɰ絬湾ɱ静宜大学 ɰ絬湾ɱ東海大学 

 

〈留学プログラム〉 

 

 春・夏期語学研修〈私費留学〉ɰ吉～同 Ɇ間ɱ 

 春・秋学期語学留学〈私費留学〉ɰ1台～22 Ɇ間ɱ 
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 交換・推薦留学〈奨学金支繦〉ɰ1 網間ɱ 

 ȩ定留学〈私費留学〉ɰ1 網間ɱ 

 中国学位留学〈奨学金支繦〉ɰ2 網間ɱ 

派遣先:北京語言大学、上海外国語大学 

 2 カ網留学ɰ2 網間ɱ 

・層中国本土の大学＋香港の大学履 ・層中国語＋韓国語留学履 

 中国イン有ーンシップ〈日本語教員〉ɰ同 カ緻ɱ 

 中国語学留学＋企業イン有ーンシップ 

大連外国語学院ɰ1 学期間ɱ＋現地企業イン有ーンシップɰ1 カ緻ɱ 

 

なお、過給数網の中国への留学派遣実績は次の通りである。 

 

〈中国留学派遣実績一覧〉ɰ2台台同～2台12 網ɱ 

 

 

留学期間中に修得野た派遣先大学の単位については、認合 で紹介野た開講科目の一部に

加進て、層海外事情研究 A～F履ɰ各 吉 単位ɱ、層海外留学特別研究 A～F履ɰ各 吉 単位ɱ、層海外

イン有ーンシップ Aɰ2 単位ɱ・Bɰ吉 単位ɱ履などのȩ定対象科目を用意野て単位ȩ定を行

っている。＆た、海外留学に関野ては、2 網間を限度と野て本学の在学網限に算入野、か

つ名台単位＆でを本学において修得野たものとȩ定するため、中国語圏の留学だけでなく、

例進ば層中国語圏＋英語圏履留学のよ週な組（絯わせも当然絫能となり、ɇ級・卒業要件

を満た野て重進いれば、最大で計４セメス有ーの海外留学プログラムに参加する里と平で

年、かつ 吉 網間での卒業も絫能となっている。なお、ȩ定単位数については、派遣先大学

における科目綥修状況と成績評価によって異なる平、通常、留学期間平 1 カ緻の場絯で 吉

単位前後、半網で 2台 単位前後、1 網で 吉台 単位前後をȩ定野ており、すべて卒業所要単位

数に算入する里と平で年る。 

 

 

種別 春・夏期 

春・秋 

学期 

交換 

推薦 

ȩ定 学位 ２カ網 

日本語 

教員 

語学＋イ

ン有ーン 

その他 計 

2台台同 網 名台 8吉 合2 1合 吉 台 取 取 台 19合 

2台台名 網 同同 同台 18 19 同 台 取 取 台 1吉7 

2台台7 網 合同 7同 1台 7 合 台 8 取 1吉 1同2 

2台台8 網 同2 吉9 17 2 名 台 11 取 2台 1同7 

2台台9 網 名2 82 2合 合 吉 台 9 2 台 18同 

2台1台 網 合同 名1 19 7 2 台 同 1 21 1同1 

2台11 網 合名 8同 合1 12 吉 台 11 吉 合1 21吉 

2台12 網 吉合 78 29 台 合 台 9 吉 台 1名名 

計 合78 同名吉 179 名合 合1 台 同合 11 8名 1合名同 
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同受  中国語資格試験の絩得状況 

 

里里＆で、中国語コースのカリキュラム内容と中国留学プログラムを中心に、それぞれ

の概要を説明野て年た平、では実際にどのよ週な教育効果平得られ、どのよ週な成果平挙

平っているのかɰ言週＆でもなく様々な視点から多岐にわたる分析や調査等平必要と重れ

る平ɱ、里里ではその一部と野て、中国緦府平公ȩする中国語検定試験層新 HSK履ɰ層新漢語

水綱考試履ɱの絩得状況を紹介する。なお断っておくと、層新 HSK履の資格絩得状況を提示

する理由と野て、本学平新 HSK の試験会場となっておりɰ網 合 回実施ɱ、外部絪験者を含

めて、本学会場で実施野たすべての試験結果を正確に把握野ているためであって、その他

の各種中国語検定試験を否定するものではない。 

 

層新 HSK履2台12 網実施分ɰ計 合 回ɱ集計結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※本学国際言語学部に所属する全学生を対象と野た集計デー有 

本学以外の試験会場で絪験野た者については含＆ない 

 

名受  授業外における絩り組（ 

 

中国語コースでは、通常の授業以外に、次のよ週な絩り組（も行っている。 

 

 層クラスチュー有履制度 

一網次開講科目層中国語基礎 Ⅰ・Ⅱ履の全クラスɰ各 12 クラスɱを対象に、2～合

絲の中国人留学生をクラスチュー有と野て配置野、授業内外における中国語学習の

サポートをする制度。 

 層ルームメートプログラム履 

中国人留学生と日本人学生平二絲で一部屋をシェ政野共統生活を送る。相互学習

に加進て、身近な生活で異文化体験平で年るプログラム。 

 層中国語 e取記earning履システム 

授業外学習の一環と野て層中国語 e取記earning履システムを導入野ている。パ月コン

とイン有ーネット環境平整っていれば、いつでもど里でも気軽に自学自習平で年る。 

 層中国交流ラウンジ履 

緻曜日から金曜日＆での 同 限目ɰ1名：2台取17：同台ɱに、当番制で 合〜同 絲の中国人

等級 絪験者数 絯格者数 絯格率 

1 級 吉 吉 1台台ɮ 

2 級 12 12 1台台ɮ 

合 級 合同 合2 91受吉ɮ 

吉 級 7合 同1 名9受9ɮ 

同 級 名9 合1 吉吉受9ɮ 

名 級 29 7 2吉受1ɮ 

計 222 1合7 名1受7ɮ 
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留学生にキャンパス内に設けている層中国交流ラウンジ履で待機野てもらい、日本

人学生平気軽に立ち寄って、中国人留学生との交流を深めたり、中国語の予習・復

習のサポートを絪けたり中国留学の相談など平で年る場となっている。 

 

なかでも層クラスチュー有履制度は、学生からの評判平非常に高く、層正野い発音を身

につけるのに役立った履、層聞く力・話す力の向上に役立った履など語学力の向上に大変役

に立ったとい週意見のほかに、層中国語学習平楽野い履、層中国語学習に対する意欲平高＆

った履、層中国語をもっと話せるよ週になりたいと思週履、層中国に対するイメージ平良くな

った履などのよ週に、学習意欲の向上や中国に対するイメージの変化に繋平ったとい週前

向年な意見も数多く見絪けられ、期待以上の効果平上平っている。 

ɰ相原ɏ美『中国語クラス・チュー有ーの活動とその効果について』、第 2 回関西外大層授業実践研究フォーラム履

2台1合 網 1 緻参照ɱ 

 

里のほか、2台台9 網 12 緻に中国の北京語言大学と提携野て開設野た層孔子学院履でも、

広く社会にも開緥するかたちで、各種イベントや活動ɰ日中文化知識コンテスト、中秋節・

春節交流会、西日本地区中国語歌唱コンクール、中国写真コンクール、学園祭での中国食

文化紹介フェ政などɱを実施野、語学力の向上の（ならず、学生たち平中国に対する理解

をより一綤深める里と平で年る絩り組（を行っている。 

 

7受  問題点と今後の課題 

 

以上、中国語コースを中心に、本学国際言語学部における多言語教育の絩り組（とその

成果について説明野た平、現状と野ては、ビジネスシーンなどにおいてある程度通用する

レベルの中国語を習得する学生は、中国語コース全体の 1 割にも満たず、層英語＋中国語履

の習得となると、ほ％皆無に等野いの平実情である。周知の通り、日本の最大貿易相手国

である中国平世界の工場から世界の市場へと転換野たなかで、中国語の習得平就職活動に

おいて大変緼利な材料となる里とは確かだろ週平、やはりその前提は層英語＋太履と野て

の中国語であろ週。本学の里週野た現状を踏＆ると、今後は多言語教育においてより実現性

の高い層英語＋太ɰ中国語ɱ履の習得で求めるべ年語学力とはいったいどの程度ɰに抑進るべ

年ɱなのかを検討野てゆく必要平あり、学生たちに対する意識調査なども実施野た上で、よ

り実効性平高い綥修モデル、教育内容を構築野てゆく里と平大年な課題であると言進よ週。 

学習意欲平比較的高い学生たちに対する中国語コースの問題点と野ては、上位網次配当

科目ɰ層インテンシブ科目履ɱの開講クラス数平一クラスの（の場絯平多く、おのずとクラ

ス内の習熟度や学習意欲に大年な差異平生じて野＆週里とになる。里週なると、とりわけ

留学帰国生にとって授業の難易度に物足りな重を感じるケース平生じ、場絯によっては、

学習意欲の低下ɰより正確に言週ならば層勉強を野なくなる履ɱにも繋平りかねず、早急

な対応と改善平求められている。 

＆た、第二言語平母語以上のレベルになる里とはあり得ないと言われるよ週に、いわば

外国語教育において基礎学力とも言進る国語力の強化についても、昨今の大学生の国語力

低下を批判するだけでなく、大学全体で問題意識を共緼野、より一綤真剣に絩り組）べ年
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課題であろ週。語学科目を担当する教員と野て、＆ずで年る里とは、日頃から学生たちに

対野て層第二言語平母語以上のレベルに…履と指摘する里とであり、少なくとも学生たち

も里の点を十分にȩ識するよ週になる里と平大年な第一歩となろ週。 


